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（1）対象地域 

 

 南相馬市、飯館村、相馬市内の森林 

 

（2）重要な図表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：タゴガエル体内中放射性セシウム濃度と原子力発電所との距離との関係性(a)、 

(b)空間線量、(c)調査地点のリター中のセシウム濃度（134+137Cs）。(b)と(c)の回帰線は GLM 解析

で５％の棄却率で有意。(c)では四個体のカエルデータが除去されている（リターサンプルが採取できな

かったため）。 
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図 3：各調査地点におけるタゴガエル体内中のセシウム濃度と湿重量(a)、体長(b)の関連性。塗りつぶし

点は高空間線量地点（2.46-5.27μSv/h）で採捕されたカエルデータ。白丸点は低空間線量地点

（0.52-1.37μSv/h）で採捕されたデータ。関係性は GLM 解析で 5%棄却率で棄却されず。矢印は高

線量地点で採捕したにもかかわらず、カエル濃度が低かったデータ、もしくは低線量地域で採捕された

にもかかわらず、カエル濃度が高濃度であったデータ。 

2．提言につながる情報 

（1）モニタリングへの活用 

 本論文では原子力発電所付近の南相馬市等の森林で採捕したタゴガエルの汚染調査である。論文にも

書かれており通り、高濃度の汚染が確認された場合、森林に生息するカエルは高次栄養段階の生物の餌

であるため、高次生物への移行の可能性が示唆される。また、幼生時は水圏にオタマジャクシとして生

息するため、水域の汚染を陸域へ移行する役割も持つ。これらの点から、カエルの汚染調査は有用であ

るが、採捕が困難な点が問題である。 

 

（2）流出挙動・経路 

 本論文では、タゴガエルの成体中の汚染調査のため、卵や幼生中の濃度は報告されていない。また生

息地の情報もなく、採取場所の空間線量とリター中のセシウム濃度しか報告されていない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（4）担当者のコメント 

学術的にはカエルの汚染調査はとても興味深い。ただし、カエルの行動範囲や複雑なライフスタイル

に関する詳細な情報がなければ、汚染情報を利用したセシウムの移行メカニズムや汚染源推定などは不

可能であろう。そのためにも、カエルのライフスタイルに準じたセシウムの挙動解析に関する研究を、

一つの大きなプロジェクトとして研究する意義は大きいと考える。ヒトへの健康安全には直接影響しに

くい研究であるため、成果が出るまでは認知されにくい研究かもしれないが。。。実施する場合には、セ

シウムの生物蓄積調査で大きな課題の一つである実環境に生息する個体の蓄積濃度の大きな変動を小さ

くする工夫等、研究方法への十分な工夫が必要であろう。 


